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生物に関する展示教材の開発とその活用例

竹　下　俊　治・玉　井　香代子*・西　川　伸　二**
2003年12月3日受理)

Development and Utilization of Exhibition Materials for Biology Education

Shunji Takeshita, Kayoko Tamai and Shinji Nishikawa

Abstract. The exhibition materials for biology education were developed as posters and real specimens about lichens. They were

actually tried to exhibit in the high school classes. Students had been observed posters and specimens interestingly. Results of

questionnaire suggested that the student s interest and concern were raised, even if the contents of the exhibitions had not been

described in the textbook.

1.はじめに

現在,子どもたちの「理科離れ」が指摘されて

いる。最近では子どもたちのみならず,社会全体

にも「理科離れ」が及んでいるとさえ言われてい

る。その原因には,様々な要因が複雑に関係し合

っていると推察され,この事態の打開にはほど遠

いのが現状である。

こうした問題点を解決するひとつの方法とし

て,身近で,しかも子ども達にとって新鮮な内容

であり,楽しみながら学んでいけるような教材作

り,また,指導する側が意図的に疑問を持たせ,

その答えを自らが粘り強く追求するように仕向け

るような教材作りを進めていく方法が考えられ

る。このような教材の一つに「展示」が挙げられ

る。展示には, ①短時間で多人数が利用できる,

(診興味を引く内容ならば,自分から理解しようと

いう気持ちになり,学習に対する積極性が生じる,

(釘常設することで休み時間等を利用して子どもた

ちが知識を深めることができる, ④模型や標本な

どを設置することで,文章や写真からは得ること

のできない感動を得ることができる,といった利

点がある。本研究では,このような展示資料を作

成し,実際に展示することで,身の回りの生物に

対する興味・関心を引き出すことができるのか,

その有効性について検討することを目的とした。

2.展示資料の作成

展示の題材は「地衣類」とした。地衣類は,藻

類と共生することで独自の形態を形成する能力を

持った菌類の一群である。非常に身近にあるにも

かかわらず,授業で扱われる機会はほとんど無い

生物なので,生徒たちにとって新たな知識となり

得るうえ,生物学的に興味深い生態をもち,それ

を理解するには生物の基本的な知識を必要とする

ため,生徒たちの興味・関心を高める効果,さら

に探究心を育成する効果が期待できるからであ

る。しかし,生徒が地衣類について理解するには

難解な部分も多い。そこで内容を厳選し, ①地衣

図1　ポスターに登場するキャラクター
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これらの性鷺を利用して地衣類を環境の指標生物として使おう王

下に、地衣類を利用して大気の清浄度を測ることができる
義と用いる地衣類の特徴を書いたプリントをおいていま
すCぜひ身の回りの大気のきれいさを地衣を発見しながら

調べてみてね0 b

図2　展示用ポスターの一部

a.導入, b.地衣類と環境、 C.地衣類の構造と代表的な種
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図3　展示に用いた標本,模型など実物資料

a.岩に着生する地衣類の標本、ルーペを置いて.観察できるようにした, b.地衣染めの毛糸で作ったコ-スタI.

c. d.地衣体の断面の模型.スイッチを入れると藻類の細胞(藻類層)が光る, e.樹幹に着生する地衣類の標本,

f.地衣類の共生者を分離培養したサンプル, g.生徒に配布した大気汚染調査シート
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類とは菌類と藻類の共生体であること, (参地衣類

は混同しやすいコケ類やキノコ類とはどう違うの

か, (彰形態について, ④地衣類と環境に関する事,

(む地衣類を身近に感じられるような話題を取り上

げた。また,単に記事を羅列するものではなく,

地衣類を元としたキャラクター(図1)を考案して

読み手に話し掛ける形式にしたポスターと(図2),

地衣類が着生した樹幹や培養したサンプルなどの

実物,自作の地衣体の模型を展示した(図3)。ま

た,地衣類と環境については,生徒各自が自宅等

で大気汚染の調査ができるよう,調査シートを配

布した(図3g)。展示の中には生徒が疑問に思う

であろう部分を意図的に設定し,生徒が探究心を

発起できるようにした。ポスターの作成に当たり,

地衣類の概説については粕谷(1998)および国立

科学博物館「地衣類の探求」のWEBページを,也

衣類と環境に関しては中川(1998)を,身近な話

題については山本(1998)を参考にしたほか,リ

トマス紙作り(高萩1997)および地衣染め(寺村

1992　についても紹介した。実物標本の作成に際

しては吉相庸1996　を参考に同定した。

3.展示およびアンケート調査の実施

展示は広島県内の普通科高等学校の2年生107

名,および3年生の生物選択者140名を対象に行

った。また,生徒が展示内容を理解できたか,本

研究の目的が達成できたか,展示物に改善点はな

いかを明確にするためにアンケート調査を行っ

た。また,展示の意義などについて,同校の生物

担当教員に対してもアンケート調査を行った。

4.結果および考察

4.1展示の様子

生徒達の多くが展示に対して驚いている様子で

あり,展示物の1つ1つに非常に興味を示して熱

心に見学していた(図　　5　ォ　ある生徒から「藻

類は海にあるのに,どうして地衣類は地上にある

のか」という質問があり,そのことについて担当

の教諭と共に盛んに議論を交わしていた。その教

諭によると,その質問をした生徒は, H頃は生物

に対してあまり興味があるとは言えず,質問など

するようなことは今までなかったということであ

った。また,その質問に対する議論にクラス全体

が参加していたため,地衣類に対する関心は非常

図4　展示ポスターを熱心に見る生徒

図5　慣れないルーペを使って真剣に観察している生徒

に高まったのではないだろうか。直接の質問が出

なかった場合でも,友人同士で色々と地衣類につ

いての話をしたり,アンケートの回答時に何度も

展示に向かい,長い間見ていたりと,地衣類を理

解しようという姿勢も感じられた。

4.2生徒用アンケートの結果および考察

アンケートの各項目に対する回答を集計した結

果は以下の通りある。

①以前から地衣類を知っていましたか(図6)

当初の予想では生徒達の地衣類についての知識

20　　　　40　　　　60　　　　80　　100 (%)

図6 「以前から地衣類を知っていたか」に対する回答の
集計結果
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はほとんど無いというものだったのだが,以前か

ら地衣類を知っている生徒が19%であった。こ

れは,生物の遷移を扱う際に地衣類について既習

であったためである。しかし,全員が生物選択者

であったにも関わらず,地衣類を知っている割合

は非常に少ない。このことから授業で行った内容

に関する知識の定着化・意識化が低い傾向にある

と言える。

②地衣類に興味をもつことができましたか(図7)

齢us
[⊃いいえ

m無回答

20　　　　40　　　　60　　　　80　　100 (%)

図7 「地衣類に興味をもつことができたか」に対する回
答の集計結果

40%以上の生徒が地衣類に興味をもつことがで

きたと答え,その理由として挙がったのは「利用

価値があるから(38名)」, 「生態について知りた

いから(34名), 「どのくらいの種類があるのか知

りたいから(13名)」, 「実は身近にあったから

(10名)」であった。これらのうち生態や種数に関

しては,ポスターを作成する際に疑問を持つよう

意図して記述を簡略化した部分であった。また,

「利用価値があるから」という理由が最も多かっ

たが,これは地衣類が我々人間の生活に関わりが

あることを認識し,興味を持った生徒が多かった

ことを表している。このようなことから,普段何

気なく生活している中にも,新たな驚きや発見が

隠れていることや,より生活に密接した内容と関

連させることにより,生徒の興味を引き出すこと

ができると言える。

③地衣類についてどのくらい理解できたか,項

目ごとに当てはまるのものを選んでください。

さらに,それぞれ理解できた所とできなかった

所を教えてください(図8)

どの項目も「どちらでもない」が多くを占めて

いたが, 30-50%の生徒が何らかの形で「理解で

きた」という実感を持っていた。

次に,それぞれの項目で理解できた所を記述式

で答えてもらったものを(1)部分的でも全体的で

もきちんと理解できている,(2)理解できていない,

(3)別の項目の回答を書いている(4)その他(質問

ト・.地衣類について
U　蝣tfiMii^B'一上tォil

Ⅲ-地衣簸ちょっとおもろい話
Ⅳ-地衣類と環境

図8 「地衣類について理解できたか(自己診断)」に対
する回答の集計結果

I蝣・蝣地衣類について

Ⅱ -地衣類の形と構造
Ⅲ-地衣類ちょっとおもろい言吉
w一地衣類と環境

酔理解できている

[コ理解できていない

∈]別の項目の回答

同その他(無効回答)

■無回答

図9 「地衣類について理解できた内容」に対して記述さ
れた回答を評価して集計した結果

の意図に則さないもの), (5)無回答の5カテゴリ

ーに分けて集計した(図9)。

Ⅳを除く全ての項目で,理解できている生徒が

過半数であった。一方, Ⅳは理解できなかった生

徒が最多であり,黄も多かった誤解は, 「空気の

きれいな場所には多様な種類の地衣類が生育す

る」という内容を, 「そこに生育する多くの地衣

類が空気を浄化している」と取り違えたものであ

った。

他の項目について記述した回答が項目Iでは顕

著であり,本来項目Ⅲで回答されるはずの内容が

ほとんどであった。また,項目Ⅲのグラフでは他

の項目についての記述が存在しない。このことか

ら,項目Ⅲは生徒達にとって非常に興味深く,印

象深い内容だったということが推察される。

図8と図9を比較すると,図8のi, n, m

では理解できたと自己評価している生徒の割合

が,半数に達していないが,実際は部分的にしろ

全体的にしろ何らかの事柄は理解できた生徒が過
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半数であった。このことから,展示資料の内容は

生徒が十分理解できるものであったと言えるが,

生徒自身に「理解できた」という実感を持たせる

ように改善されることが望まれる。

④地衣類を身近に感じましたか(図10)

E∃はい

[コいいえ

■無回答

20　　　　40　　　　60　　　　80　　100 (%)

図10 「地衣類を身近に感じたか」に対する回答の集計
ubMe譜

地衣類を身近に感じた生徒が全体の半数を占め

ている一方,身近に感じなかった生徒もほぼ半数

であった。身近に感じた理由の中で最も多かった

のは「今までに地衣類を見たことがあったから」

というもので, 83名であった。つまり,普段から

身の回りの物を見て,漠然とではあっても何らか

の形で認識していたか否かが,この結果に反映さ

れたと言える。このことから,授業などによる学

習活動だけでなく,日常の中でも様々な事物に興

味・関心を持って接することの大切さが伺える。

また,そのような態度を育成するには,他者から

の働きかけにといったきっかけ作りも大切であ

り,今回のような展示も,それまで何の関心もな

かった物に興味を持てるようになるという効果が

期待でき,その一つの方法になり得ると言える。

⑤地衣類について疑問に思ったことや.もっと知り

たいと思ったことがあれば書いてください(図11)

田展示内容について

EE]展示内容以外について

田その他

表無回答

100(%)

図11 「地衣類に関して疑問に思ったこと,もっと知り
たいこと」に対する回答の集計結果

この回答は多種多様であったため, 「展示内容

について」と, 「展示内容以外について」の二つの

カテゴリーに分類した。図11からわかるように,

7割の生徒が無記入であった。アンケートの質問

②での,興味を持ったかという質問に「いいえ」

答えた生徒の割合は56%であるから,この結果

は地衣類に興味も持てなかった生徒の大多数を含

んでいると考えられる。記入した生徒は28%で,

そのうち発展的に考えた生徒は13%であった。

⑥全体的な感想を自由に書いてください(図12)

田肯定的
□否定的

凶その他

事無回答

20　　　　40　　　　60　　　　80　　1 00 (%

図12 「全体的な感想」に対する回答の集計結果

肯定的な感想が7割以上であり,今回の展示が

生徒達にとって喜ばしいものであったということ

が言える。肯定的な意見には, 「今回の展示によ

って新たな知識を得られたことが良かった,嬉し

かった」というものがほとんどであった。今回の

展示の目的は,地衣類について完全に理解しても

らうことではなく,自然に対する興味・関心を高

め,探究心を育成することにあるので,展示物に

関しては改善すべき点があったとしても,当初設

定した目的を果たすことができたといえる。

4.3教師用アンケートの結果および考察

教科書に記載されていない内容を生徒に教える

ことは必要なのだろうか。アンケートを行った教

師5名のうち3名が「教科書で扱わない内容を生

徒に教える必要がある」と答えている。その理由は

「幅広い教養を身につけるには教科書に載っていな

いものも取り上げざるを得ない」, 「地域の特色が

色濃く出ている教材があれば良いと思うから」,

「教育課程(教科書)よりも生物学(自然)が重要で

あるから」というものだった。一方,反対意見の教

師も存在したが,その理由は「教える必要は無いと

思うが,興味・関心を引くための1つの課題とし

て扱う程度ならば,良いと思う」というものであり,

全く否定しているのではなかった。

ただし,今回扱った地衣類については,ほとん

どの教師が「教材化することは困難」と回答して

いる。これは,地衣類は共生生物であるため,也

衣類の生物学的な側面を理解するには,それぞれ

の共生者についての知識が不可欠で,現在の高校

生にはその基礎となる知識が乏しいからである。

しかし, 「植物の遷移」や「植物の群系」, 「相利共

生の具体例」には「地衣類」が扱われる場合があ
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り,その際に身近な例として,今回の展示での

「ちょっとおもろい話」や, 「地衣類のついた高額

な盆栽を見せる」というように,地衣類そのもの

を理解させようとするのではなく,地衣類を媒体

として生徒の興味・関心を引き出することができ

るだろう。

風間(2000)はTIMMS (第3回国際数学理科教育

調査, The Third International Mathematics and

Science Study)およびOECD (経済協力開発機構,

Organization for Economic Co-operation and

Development)の報告書を分析した結果について

述べている。そこでは,日本の生徒には論拠を示

す知力の不足,知識の定着度の低さ,理科に対す

る消極的・否定的な姿勢があり,そのために初

等・中等・高等各教育課程を単なる通過点として

捉え,学びの意義や喜びを見出せない若者の状況,

理科離れに顕在化した「知の営み離れ」の問題の

根は深いことが指摘されている。そしてその解決

策として,個人対応的な授業形態,身近な例を取

り入れた授業展開,反復学習の重要性が示唆され

ている。これは,地衣類が身近であることに気づ

き,そのことにより地衣類についてもっと知りた

くなっているという本研究の結果とも一致してい

る。

指導要領や教科書に載っていることだけを教え

るのではなく,生徒がどんなことに興味を示し,

どんなことを考えているかを教師が熟考し,授業

を工夫することは教育の基本である。教科書に記

載されていない内容でも,それらを効果的に扱う

ことで授業内容に対する生徒の興味・関心を引き

出すことができるのである。とりわけ「展示」に

は,少なくとも「実物に触れる」意義が十分にあ

り,授業内容に少しでも関連する事物事象に関

して,非常に身近な物,あるいは逆に極端に非

日常的なものを取り上げて展示することで,坐

徒の興味・関心を高めるのに効果が期待できる

と考える。
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